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青葉区青少年指導員 (青指)の広報誌です。

横浜市青少年指導員
シンボルマーク
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昨年の春からコロナウイルスの影響で、区のイベントや地域の活動がストップしていますが、青葉区の各地域の青少年

指導員を紹介いたします。

早くコロナが終息をして子供たちの笑顔の見れるイベントの開催を願うばかりです。

青葉区青少年指導員連絡協議会 概要 徹縦 )
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⊃ロナ禍においても令和3年「成人式の日」を祝うつどいは開催されました。会場を分けたり、時間
を細分化して行われたことは知られていると思います。その中で横浜にゆかりのある著名人3名が新
成人にメッセージを送つてくれています。一人は歌手のゆずさん、もう一人は宝塚歌all団の舞空瞳さ
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ん、もう一人は誰でしょう ?     '

青葉区青少年指導員連絡協議会

会 長 :越田美弥子
冨」会長 :森  義明
副会長 :蒲谷  淳

青葉区青少年指導員

【15地区。167名】

広報部会長 :加藤 誠

中里北部地区「ぶるさとマラソン大会」 上谷本地区「ふれあい音楽会」 青葉台地区「星を見る会」
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中。高校生世代を中心とした青少年が気軽に集い、自由に活動する場の提供、仲間や異世代と交流

する機会の提供、地域資源を活用した社会参加・職業体験プログラムなどを実施する活動拠点が2020
年11月に青葉区にも出来ました。 昨年の12月に取材に行きましたのでご紹介させていただきます。
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:青葉区青少年の地域活動拠点
:あおばコミュニティ 。テラス

Aoba Community tterrace

住  所 :横浜市青葉区市ケ尾町 1153-2及び 1153-3
運営団体 :NPO法人まちと学校のみらい
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訪れた時は市ケ尾高校の生徒二人とスタッフの方が拠点の愛称公募

後のワークシ∃ップについて打ち合わせをしているところでした。

ホワイトボードに愛称公募に寄せらrlた候補を書き出し、そこから

更に色々と発想を膨らませ、キーワードを書き出していました。

お話を伺った代表の竹原さんは拠点開設につしヽて次のように話して

います。

「子どもたちはほとんど家と学校や塾との往復だけで生活しており、

そこでの価値観しか知らない。もっと違う世界があることや違う価値

観があることも知ってほしい。

拠点が安心できる場であるととともに、様々な世代の子どもたちや

大人たちとの交流の場となつてもっと外の世界に目を向け、出会いと

学びのきつかけになったらしヽい。」

中高生世代を中心に用があつてもなくても、1人でも友だちとも気軽に立ち寄つて、自由に利用できます。

地域の方々も―緒に利用できます。
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月曜日 15:00～ 20:00
コロナウイルス感染拡大防止のため、入

水曜日 15:00～ 20:00 館の際は、利用者受付票のご記入、手洗
土二日程日  13:00-18:00  い、消毒、検温にご協力お願い致します。
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角部屋となっている室内は外側に面した壁2面を広しヽ

ガラスがおおつており、陽光が差し込んで非常に明る

く、全体として爽やかな開放感あふねるスペースです。

シンボルマーク
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コロナ禍の影響で日常より少し時間に余裕ができたことと思います。

そこで山内図書館からおすすめ本を紹介していただきました。

火～金曜日 :午前9時30分～午後8時30分
※

土。日・月曜日・祝日 :午前9時30分～午後5時
TEL:045-901‐ 1225
休館 :月 1回 施設点検日

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により開館時間等が
'

変更になる可能性があります。お出かけの前には山内図書館
ホームページでご確認ください。        ・
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□― ドレースの面白さがふんだ

んに描かれた物語。何かに夢中に

なることの楽 しさが存分に味わえ

ます。

メンバー不足の大学の自転車部

に入らざるを得なくなつた正樹。

初めはしぶしぶで したが、やが

て□一 ドレースの楽 しさに目覚め

頭角を現 します。ところが、クラ

ブのエース櫻丼と衝突したことで、過去の辛い記憶が蘇り

ます。一方、櫻井自身も トラウマを抱えており、二人 |よ過

去の痛みとどう向き合う力`。読みこたえたつぶりです。
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『ふがいない僕は空を見た』(薪潮文庫)

人は誰しも、悩みや苦しみを抱

えていますが、この本の登場人物

たちも皆、何かを抱えて生きてい

ます。だけど、味方をしてくれる

人はしヽます。それ |よ友達かもしれ

ないし、家族かもしれないし、見

知らぬ人や、SNSだけの繋がりの
人かもしれません。ですが同時に、

結局は自分で乗り越えなくてはしヽ

けないのだ、という現実も突きつけられます。決して八ッ

ピーエンドで |よないのに、読み終えたあと、「何か」が心

に残る 1冊です。

「○○になりたしヽJつて思い描しヽて
いるもの、ありますか? このお話
の主人公は背の高い女の子とちょつ

とぼっちゃりな男の子。二人は自分

に自信がなく「なりたしヽものがない」

と言つているけれど、実はやりたい

ことを心の奥に秘めていました。そ

んな二人が学校の課題を通して「な

りたい」自分に近づいてしヽきます。

主人公たちはどうやって「なりたしヽ自分」を探ってしヽくの

でしょう。「なりたい」自分を見つけにいきませんか。

『季節風 春』 (文春文庫)

春は始まりの季節。新ししヽ世界

が開かれますがそこに待つてしヽる

もの |よ 一。大学に進学が決まり、

故郷で過こす最後の日の思い出づ

くりをする若者。高校生ルーキー

として町の期待を一身に背負いプ

□野球選手になつたものの鳴かず

飛ばず、3年で故郷に帰ってきた若

者。ある日、上京して初めて暮ら .

した町に営業に出かけ、30数年前の自分を思い出す営業
マン。心弾む思い、苦い思い、切ない思い。心にしみる春

の物語 12編が収められてしヽます。
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青少年指導員活動における活躍が顕著な方々に対し表彰

がありました。おめでとうございます。

●神奈川県青少年指導員表彰 (2名 )

浅川 隆雄 (青葉台地区)森 日 賢治 (青葉台地区)

●神奈川県青少年育成活動推進者表彰 (2名 )

森下 哲男 (山内地区) 松崎  博 (荏田地区)
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●横浜市青少年指導員永年勤続者顕彰 (10名 )

25年
以 上

(2名 )

平野 正春 (青葉台地区)

三部 博 (青葉台地区)

15年

(7名 )

(市ケ尾地区)

(青葉台地区)

(青葉台地区)

(奈良地区)
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後

森

横
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土丼 綾子 (山内地区)
西田 浩― (山内地区)
西村 マリ 僕しが丘地区)

10年

(1名 )
坂田 純― (美しが丘地区)
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昨年の交流会をキャンセル期

限ぎりぎりで中止にして以来、

この1年は、会議さえも開催す

るか否かの状況でした。リモー

ト会議も取り入れ各種行事の
「延期」か「中止」の判断に苦

しむ中、できる方法を模索しながら議論を進めてきま

した。結果的に寂しい一年が過ぎようとしていますが、

また、皆様とお会いできることを期待し、行事再開の

準備は怠りのないように進めたいと思います。

コロナ過において広報部とし

て何か発信できないかと思い昨

年の部会で広報誌の発刊を決定

しました。当初掲載予定してい

たイベントも間際で中止になっ

たりと様々な事がありましたが

無事に皆様のもとにお届けすることが出来ました。
「冬は必ず春となる」早く終息して通常の「seishl

AOBA」 を発刊できるように願つております。

水越企画部会長 力B藤広報部会長

横浜DeNAベイスターズの今永昇太投手です
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誠 /鈴木 秀幸 /松本
静乃 /扇原 岡J/磯部

勝美 /島津 直也 /横山
明宏 /花野 年秀 /古石

真也 /金平'昌幸 /松本 洋一
吉秀 /石村 矢□子
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